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コー’しに向かっτシュート

　2月1日から3月1日まで、日向市カップ第23回

宮崎県小学生ウラフサッカー交歓大会が、お倉ケ浜

総合公園などで行われています。市内の8チームを

含め県内から92チームが参加。子供たちが、北風の

吹く寒いグランドで元気いっぱいにボπルを追いか

けています。さて、優勝はどのチームに。
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潤
び
の
遊
園
地
」

噂
し
、し

図
書
館

礎
行
こ
う

日
向
市
立
図
書
館
が
、
移
転
・
改
修
し
て
1
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
皆
さ
ん
は
、
図
書
館
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
時

代
と
と
も
に
あ
ふ
れ
る
情
報
や
知
識
な
ど
が
い
つ
ば
い
詰
ま
っ

て
い
る
こ
の
建
物
は
、
「
学
び
の
遊
園
地
」
と
も
一
三
ロ
え
る
で
し
ょ

う
。
1
周
年
を
契
機
に
日
向
市
立
図
書
館
は
、
生
涯
学
習
の
進

展
に
伴
っ
て
高
度
化
、
多
様
化
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
こ
た
え
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
図
書
や
資
料
等
の
収

集
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
「
学
び
の
遊
園
地
」
日

向
市
立
図
書
館
の
真
の
姿
に
迫
っ
て
み
ま
し
た
。
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充
実
し
た
施
設
に

…
豊
富
な
蔵
書

y

　
日
向
市
で
の
図
書
館
設
置
は
、
昭
和

24

N
4
月
に
教
育
委
員
会
内
に
図
書
室

を
設
け
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

後
、
昭
和
4
7
年
3
月
に
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
内
に
移
転
、
5
2
年
6
月
に
は
市

役
所
横
の
現
放
送
大
学
宮
崎
地
域
学
習

セ
ン
タ
ー
の
場
所
に
図
書
館
を
設
置
し

ま
し
た
．
．
そ
し
て
、
旧
H
向
保
健
所
跡

を
改
修
し
昨
年
－
月
1
0
日
、
現
在
の
場

所
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
図
書
館
は
、
市
花
の
ひ
ま
わ

り
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
壁
画
が
描
か
れ

て
い
て
、
明
る
く
、
楽
し
く
、
夢
を
育

ん
で
い
く
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
せ
て
く
れ

ま
す
。
内
部
の
本
棚
や
床
は
、
木
質
を

多
用
し
、
木
の
香
り
漂
う
温
か
み
の
あ

る
雰
囲
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
．

　
1
階
は
、
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
を
中
心

に
児
童
図
書
コ
ー
ナ
ー
、
一
般
図
書
コ

ー
ナ
ー
、
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
を
配
置
。

特
に
、
児
童
図
書
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
南

側
の
窓
下
に
長
さ
1
3
メ
ー
ト
ル
の
本
棚

を
子
供
た
ち
の
目
の
高
さ
で
設
け
、
絵

本
の
表
紙
を
見
な
が
ら
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
．
、

　
ま
た
、
児
童
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
横
に

は
、
新
聞
や
雑
誌
、
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
な
ど
、
多
く
の
方
が
よ
く
利
用
す
る

図
書
が
並
べ
て
あ
り
ま
す
．
．

　
郷
L
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
郷
土
に

関
す
る
貴
重
な
資
料
等
が
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
．
、
館
内
に
限
っ
て
の
閲
覧
で
す

が
、
有
料
で
の
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
実

施
し
て
い
ま
す
．
．

　
2
階
は
、
一
般
図
書
コ
ー
ナ
ー
、
会

議
室
、
お
は
な
し
の
部
屋
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
．
．
こ
の
一

般
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
辞
典
や
図
鑑

な
ど
調
べ
も
の
に
適
す
る
資
料
、
大
型

美
術
書
な
ど
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
学
習
や
読
書
が
静
か
に
で
き
る
机

が
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
図
書
館
で
は
、
目
の
不
自
由

な
方
の
た
め
の
音
声
誘
導
装
置
を
は
じ

め
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
身
障
者
ト
イ
レ

な
ど
も
設
置
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
蔵
書
数
は
約
6
万
冊
で
、
そ

の
中
の
約
－
万
5
0
0
0
冊
が
児
童
向

、

　
盆

踊

、

＼

け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
現
在
の
図
書
館
は
、
旧

図
書
館
と
比
べ
施
設
的
に
充
実
し
た
こ

と
に
加
え
、
蔵
書
数
や
内
容
も
曲
豆
富
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

誓
慰
だ
…
…
7

…
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

　
図
書
館
で
は
、
図
書
や
資
料
等
を
求

め
る
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
る
た
め
に
、
「
人
々
が
ど
ん
な
サ
ー

ビ
ス
を
求
め
て
い
る
か
」
「
ど
の
よ
う

に
利
用
す
る
か
」
と
い
う
こ
と
を
常
に

把
握
し
な
が
ら
図
書
等
の
収
集
に
努
め

て
い
ま
す
。

，
ま
た
、
よ
り
多
く
の
人
に
図
書
館
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
方

た
ち
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
や
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

■
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
検
索

　
読
み
た
い
本
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

貸
出
中
な
の
か
な
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
素
早
く
検
索
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
画
面
の
案
内
に
し
た
が
っ
て
操

作
す
れ
ば
、
小
さ
な
子
供
に
も
で
き
る

簡
単
な
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
館
内
に
希
望
す
る
図
書
等
が

な
い
場
合
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ば
れ
た

県
立
図
書
館
の
蔵
書
も
検
索
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
ほ
か
、
近
隣
の
公
共
図
書

館
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
図
書

等
の
貸
出
に
応
じ
て
い
ま
す
．
．

　
検
索
の
ほ
か
に
も
、
貸
出
や
返
却
と

い
っ
た
作
業
を
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
処
理
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
に
も

さらなる図書館サービスに努めています
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一
口言

下

蚕
§
書

藝
塁

鐙

謬
子供の目線に配慮した児童図書コーナーの本棚

手
間
を
取
り
ま
ぜ
ん
．
．

■
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
・

　
知
り
た
い
こ
と
が
ど
の
本
に
出
て
い

る
か
分
か
ら
な
い
と
き
な
ど
に
、
図
書

館
の
職
員
が
皆
さ
ん
の
調
べ
物
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
．
．
ま
た
、
電
話
で
の
問

い
合
わ
せ
に
も
こ
た
え
て
い
ま
す
。

■
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

　
希
望
す
る
図
書
等
が
図
書
館
に
な
い

場
合
、
図
書
を
購
入
ま
た
は
他
館
か
ら

借
用
し
て
、
入
手
次
第
そ
れ
を
希
望
し

た
方
に
連
絡
し
貸
し
出
し
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
現
在
貸
出
中
の
本
に
対
し
、

貸
出
順
の
予
約
を
受
け
付
け
る
ザ
r
約

サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
お
は
な
し
会

　
子
供
に
対
し
て
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
お
は
な
し
、
紙
芝
居
な
ど
を
行
い
ま

す
．
、
字
が
読
め
な
く
て
も
、
お
は
な
し

や
絵
か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
を
読
み
取
ろ

う
と
す
る
子
供
の
思
考
力
や
創
造
力
を

育
て
る
こ
と
と
、
読
書
推
進
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
の
午
後
3

時
か
ら
と
午
後
4
時
か
ら
の
各
3
0
分
間

の
2
回
で
、
前
半
が
幼
児
向
け
、
後
半

が
小
学
生
向
け
で
す
。

　
現
在
、
こ
の
お
は
な
し
会
は
、
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
友
の
会
」
の
協
力

を
得
て
開
い
て
い
ま
す
。
図
書
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
友
の
会
」
は
、
新
図
書
館

の
開
館
と
同
時
に
公
募
し
、
現
在
4
2
人

の
方
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の

小
学
校
や
幼
稚

園
、
保
育
園
、
福

祉
施
設
、
ま
た
公

民
館
な
ど
あ
ら
ゆ

る
と
こ
ろ
に
出
掛

け
て
行
っ
て
の
出

張
お
は
な
し
会
も

行
っ
て
い
ま
す
．
．

　
希
望
の
あ
る
団

体
等
は
、
直
接
図

書
館
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
．
．

　q■印臨廟ノ

レ 、
．

■
団
体
貸
出

　
図
書
館
の
事
業
計
画
に
よ
り
幼
稚
園

や
保
育
園
、
公
民
館
、
学
校
、
施
設
な

ど
に
ー
カ
月
か
ら
2
カ
月
間
周
期
で
本

を
貸
し
出
す
も
の
で
す
。
各
企
業
や
団

体
等
か
ら
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
．
．
ー
カ
所
に
つ
き
1
0
0
冊
以郷土の資料が保存されている郷土資料コーナー

7
グ
慈
湘

内
を
貸
し
出
し
ま
す
．
．

＼

■
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
「
聴
覚
障
害
者
ビ
デ
オ
」
　
・

ビ
デ
オ
」
　
・
「
福
祉
ビ
デ
オ
」

の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
．
、

子供にも簡単なコンピューター検索

「
行
政

の
3
つ

　
聴
覚
障
害
者
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
は
、

宮
崎
県
聴
覚
障
害
者
協
会
か
ら
借
り
受

け
た
字
幕
や
手
話
付
き
の
映
画
や
ア
ニ

メ
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
聞
本
で
、
聴

覚
障
害
者
の
み
に
貸
し
出
し
て
い
ま

す
．
．
貸
出
は
、
1
人
3
本
ま
で
で
、
1

週
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．
．
入
替

は
、
2
カ
月
ご
と
に
行
い
ま
す
．
．

　
ま
た
、
行
政
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
は
、

口
向
市
が
制
作
し
た
広
報
ビ
デ
オ
や
、

国
・
県
な
ど
の
公
的
機
関
が
制
作
し
た

ビ
デ
オ
、
福
祉
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
は
、

福
祉
関
係
の
ビ
デ
オ
が
そ
ろ
え
て
あ
り

ま
す
、
．
こ
れ
ら
の
ビ
デ
オ
は
、
ど
な
た

で
も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4

「学びの遊園地」楽しい図書館へ行こう特集

■
日
向
入
郷
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
教
材
用
の
1
6
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
、
ビ
デ

オ
が
あ
り
ま
す
。
各
種
団
体
等
が
利
用

で
き
ま
す
．
．

あ
な
た
の
利
用
を
　
7

待
っ
て
い
ま
す

図
書
館
で
図
書
等
の
貸
出
を
受
け
る

た
め
に
は
、
ま
ず
登
録
者
に
配
ら
れ
る

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
こ

の
カ
ー
ド
は
、
1
人
に
1
枚
必
要
で
、

0
歳
か
ら
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．
、
貸

出
は
、
1
入
5
冊
ま
で
で
、
1
5
日
間
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
1
0
年
2
月
1
日
現
在
、
新
図
書

館
開
館
以
来
の
登
録
者
数
が
9
2
5
7

人
、
総
貸
出
冊
数
が
1
8
万
9
9
3
1
冊

と
な
っ
て
い
ま
す
。
開
館
以
前
の
年
間

　
　
　
　
　
　
の
利
用
者
数
が
平
均
3

」
茎
濃

｝L．

曜ρ’鴨1
　　　　　ノ．　題　／蝿
　　　ア　　　　　　　　　ダ

Lr絵本、の諺聞かせに子供たちの目は真剣

0
0
0
入
、
貸
出
冊
数

が
平
均
4
万
5
0
0
0

冊
程
度
で
し
た
の
で
、

新
図
書
館
に
な
っ
て
多

く
の
市
民
の
方
が
利
用

し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　
利
用
者
の
方
は
、
借

り
た
い
本
と
登
録
者

カ
ー
ド
を
カ
ウ
ン
タ
ー

に
提
出
す
る
だ
け
で
簡

単
に
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
，
多
く
の
本
を

探
し
た
り
、
借
り
た
り

す
る
と
き
に
は
、
ブ
ッ

ク
カ
ー
ト
や
お
通
い

バ
ッ
グ
の
貸
与
も
行
っ

て
い
ま
す
，

　
図
書
の
返
却
は
、
借

り
て
い
た
本
を
直
接
カ

ウ
ン
タ
ー
に
提
出
す
れ

ば
済
み
ま
す
が
、
図
書

館
が
閉
ま
っ
て
い
る
と

き
は
玄
関
横
の
返
却
ポ

ス
ト
を
利
用
し
ま
す
。

　
図
書
館
の
開
館
時
間
は
、
午
前
9
時

か
ら
乍
後
6
時
3
0
分
ま
で
（
た
だ
し
、

土
・
口
曜
日
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
）
で
す
．
．
休
館
日
は
①
国
民
の

祝
H
（
5
月
5
日
と
1
1
月
3
H
は
除

く
）
、
②
5
月
6
日
・
1
1
月
4
目
、
③

毎
週
月
曜
日
（
①
と
重
な
る
と
き
は
、

そ
の
翌
日
）
、
④
毎
月
－
口
（
③
と
重

な
る
と
き
は
、
そ
の
翌
H
）
と
⑤
1
2
月

28

冾
ｩ
ら
1
月
4
日
ま
で
で
す
。

　
図
書
館
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事

を
計
画
し
て
い
ま
す
．
、
蔵
書
の
購
入
や

お
は
な
し
会
の
開
催
は
も
ち
ろ
ん
、
図

書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
要
請
す
る
講
座

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
友
の
会
」

　
　
疋
田
良
重
さ
ん
（
2
3
歳
一
塩
田
）

「

臨コ】

儀／

こ多1

　ノ

　
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
活
動
に
は
、

興
味
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
今
の
図

書
館
は
、
何
事
も
前
向
き
に
や
っ
て

行
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
本
当
に

楽
し
み
で
す
。

　
・
†
供
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て

も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
こ
う
と
し
て

い
ま
す
．
、

　
ま
た
、
1
0
年
度
は
、
読
書
週
間
期
間

中
の
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
可
絵
は
が

き
展
し
な
ど
も
行
う
“
r
定
で
す
．

　
こ
の
絵
は
が
き
展
は
、
皆
さ
ん
が
思

う
「
出
会
っ
て
よ
か
っ
た
1
冊
の
本
」

の
感
想
画
を
は
が
き
に
描
い
た
も
の
の

作
品
展
で
す
。
募
集
は
、
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
が
、
楽
し
い
作
品
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
財
産

で
す
．
．
こ
の
す
ば
ら
し
い
財
産
・
図
書

館
を
利
用
し
な
い
手
は
な
い
で
す
よ
ね
。

　
図
書
館
は
、
蔵
書
も
含
め
て
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
を
計
画
し
な
が
ら
、

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
待
っ
て
い
ま
す
．
．

い
く
う
え
で
一
番
気
を
つ
け
て
い
る

こ
と
は
、
絵
本
の
選
択
で
す
。
年
齢

に
応
じ
た
も
の
で
、
で
き
る
だ
け
い

い
も
の
を
読
ん
で
あ
げ
よ
う
と
、
毎

回
1
5
冊
ほ
ど
借
り
た
本
の
中
か
ら
目

を
通
し
て
決
め
て
い
ま
す
．
、

　
こ
れ
か
ら
は
、
図
書
館
の
計
画
す

る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
し
な
が
ら
、
「
友
の
会
」
と

し
て
大
型
紙
芝
居
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．
、

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
大
人
の
方
も
楽

し
め
る
お
は
な
し
会
で
す
．
．
時
間
の

都
合
の
付
く
と
き
は
お
子
さ
ん
と
一

緒
一
．
卜
顔
を
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
．
．
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特集　「学びの遊園地」楽しい図書館へ行こう

」 ．図垂・
■

4 雷匿旨嗣　闘　8，B

図書館には、さまざまな人々がそれぞれの目的をもって訪れています。今回、図書館を利用

している皆さんに、図書館の感想等について伺ってみました。

、．

黙．1、

梶原昭子さん
　　（51歳1高見橋通り／

　読書が好きなので、昔か

らよく図書館は利用してい

ます。新しい図書館になっ

て、本の量も増え、閲覧も

しゃすくなり、より多く足

を運ぶようになりました。何よりも、検索が簡

単になったのは、助かっています。今後、雑誌

類などをもっと増やしてほしいですね。

6．’編赫． x尾　勇さん
　　　　　　　　　　　　（23歳：原町）

　　　　　　　　本を借りるためと、雑誌
　　　　　専　　を定期的に見るために、月

　　　　　　　に2、3口は図書館に来て
　　　　　　　います。借りる本のジャン
　　　　　コへ
　　　　藝　　　ルは問いませんが、結構新

しい本が入荷していますので楽しみです。

いろんな人たちが図書館を利用するために、

もっと多くの種類の本を入れてください。

媛

、
曽

大橋智子さん
　　　　　（36歳：庄手）

　日向に引っ越してきて2

年になりますが、初めてお

はなし会に参加しました。

子供はまだ1歳未満なので

すが、　一入っ子なので大勢

の子供たちと接せさせたかったのがきっかけで

す。参加してみて、みんな楽しそうなので、こ

れからも参加させたいと思いました。

甲斐憲一さん
　　　　　（74歳　：そ主テ署量）

　図書館は、ほとんど毎日

利用させてもらっています．

主に見るのは、新聞と雑誌

です。ここの図書館は、ま

ず駐車場が広いのと、利用

者の立場に立った本の配列が気に入っています。

　それと窓口の係の人たちが、とても親切なの

で、安心して読書を楽しむことができます。

山田定子さん
　　　　　（37歳：春原）

　図書館には、週に2日は

必ず来るようにしていま
す。そのうちの1日はおは
なし会で、毎1口1欠かさない

ようにしています。

子育ての一環としての読み聞かせに、興味を

もっていました。子供たちは、本当に真剣に話

を聞き、本がとても好きになっていますよ。

．・＝∴．電．三

　　　　バ辱

糸平　　栞ちゃん
　　　　（5歳：梶木町）

　絵本がとっても大好きな

ので、月に3日くらいは図

書館に通っています。

　今Hは、お母さんと一緒

に「ねずみのよめいり」と

　「へっこきよめ」の紙芝居を借りに来ました。

　　これからも大好きな図書館で、絵本をいっぱ

’い借りたいと思います。

山本　　圭　さん
　　　　　（18歳：山下）

　図書館には、前からとき

どき本を借りに来ていまし

たが、数日前からは勉強の

ために毎日2階の部屋を利

用させてもらっています。

　2階の部屋は、とても静かで、勉強にも集中

できます。これからも、この雰囲気を大切にし

ていってほしいと思います。

隔　　’一　　　石野田　幸　子　さん
　　　　　　　　　　　（26歳：日「司台）

　．　　　　’．　　近くに住んでいますので、

　　　　　　　図書館にはよく来ます。
　　　　　　」　　館内がとてもきれいで、

・　　　　　　すっきりしているのがいい

　　　　　　　ですね。新しい本が多いの

も、利用者にとってはうれしいです。

　できれば今後、若い人に人気のある本をたく

さん入れてください。

7
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證謚ﾙ，シケート調査結果　　齢袈％択Ol鰯㌶妻ラ。人工1人）

Q．本の量はどうですか

少ない
22人

（21％）

多い
28人

（27％）

まあまあ多い

54人

（52％）

Q，主にどんなことで利用しますか（重複可）

本を借りる 82人仁＝コ
学習（勉強）　22人

新聞・雑誌を読む　21人

館内で読書をする　19人

調べものをする　14人

余暇をすごす　13人

その他　5人

Q，四隅サービスはどうですか

ふつう
20人

（19％）

まあまあよい

　32人
　（31％）

非常によい

52人

（50％）

Q，館内の雰囲気はどうですか

　　悪い
　　8人
ふつう（8％）

17人

（16％）

まあまあよい

　26人
　（25％）

非常によい

53人

（51％）

　
図
書
館
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

1
月
2
9
口
か
ら
2
月
8
日
ま
で
の
期
間

中
、
図
書
館
を
訪
れ
た
方
を
対
象
に
実

施
し
、
1
0
4
人
の
方
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
主
に
ど
ん
な
こ
と
で
利
用
さ
れ
ま

す
か
」
の
問
い
に
対
し
て
は
『
本
を
借

り
る
』
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
に
『
学

習
（
勉
強
ご
、
『
新
聞
・
雑
誌
を
読
む
』

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
『
余

暇
を
過
ご
す
・
＝
と
い
う
回
答
も
あ
り
、

新
た
な
図
書
館
の
活
用
方
法
を
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
す
．
．

　
「
本
の
量
は
ど
う
で
す
か
」
の
問
い

に
は
、
半
数
以
上
の
方
が
『
ま
あ
ま
あ

多
い
』
と
答
え
、
今
後
更
な
る
図
書
の

充
実
を
願
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
「
宮
門
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
で
す
か
」
の

問
い
に
は
、
5
2
人
の
方
が
『
非
常
に
よ

い
』
と
同
答
さ
れ
、
『
ま
あ
ま
あ
よ
い
』

を
含
め
る
と
8
0
％
以
上
の
方
が
、
ほ
ぼ

満
足
し
て
い
ま
す
。

　
「
館
内
の
雰
囲
気
は
ど
う
で
す
か
」

の
問
い
に
対
し
て
は
、
5
3
人
の
方
か
ら

「
非
常
に
よ
い
』
と
い
う
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
8
人
の
方
か
ら
『
悪

い
』
と
の
答
え
が
出
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど

の
方
が
『
利
用
者
の
話
し
声
．
ヨ
を
挙
げ

て
い
ま
す
．
、
図
書
館
は
、
み
ん
な
の
財

産
で
す
。
み
ん
な
で
利
用
す
る
か
ら
こ

そ
、
ほ
か
の
人
の
こ
と
も
考
え
て
利
用

し
た
い
も
の
で
す
．
．

　
そ
の
ほ
か
、
「
本
の
並
べ
方
は
ど
う

で
す
か
」
、
］
本
棚
の
配
置
は
ど
う
で
す

か
し
と
い
う
問
い
に
も
、
ほ
と
ん
ど
の

　
図
書
館
で
は
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
出
さ
れ
ま
し
た
結
果
を
生
か
し
な
が

ら
、
更
な
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
．
．

本
の
種
類
や
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い

方
が
「
ま
あ
ま
あ
満
足
し
て
い
る
．
ヨ
と

答
え
て
い
ま
す
．
、

　
ま
た
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

併
せ
て
図
書
館
へ
の
意
見
や
要
望
に
つ

い
て
も
お
聞
き
し
ま
し
た
．
．
寄
せ
ら
れ

た
意
見
等
で
最
も
多
か
っ
た
も
の
は
、

「
蔵
書
の
種
類
や
数
に
関
す
る
こ
と
」

で
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
読
書
欲
の

高
ま
り
や
図
書
館
に
対
す
る
期
待
の
現

れ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
『
図
書
館
の
利
用
に
関

す
る
こ
と
弘
施
設
に
関
す
る
こ
と
」
「
窓

目
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
寄
せ
ら
れ
た
主
な
意
見
等
ば
、
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
も
う
少
し
若
者
向
け
の
雑
誌
を
増
や

し
て
ほ
し
い

◎
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
の
人
た
ち
が
優
し
く

て
い
い
と
思
う

◎
さ
ら
に
図
書
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い

◎
国
内
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
な
ど
を
表
示

し
て
は
ど
う
か

◎
パ
ソ
コ
ン
で
の
本
の
検
索
で
は
、
場

所
も
表
示
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か

◎
カ
セ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
の
数
（
種
類
）
を

増
や
し
て
ほ
し
い

◎
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
靴
を
ぬ
い
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
読
書
で
き
る
よ
う
な

和
室
が
ほ
し
い
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．
力

’
h
6

と思厩想ら

　座愚

子

何

　
ホ
ー
ム
の
教
養
講
座
は
、
働
く
青
少

年
が
余
暇
活
動
の
中
で
教
養
や
知
識
を

身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
親

睦
を
深
め
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
．
．

　
ホ
ー
ム
で
は
、
平
成
1
0
年
度
前
期
教

養
講
座
（
平
成
1
0
年
4
月
～
9
月
）
の

受
講
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

☆
開
講
式
1
1
4
月
3
日
（
金
）
午
後
6
時

30

ｪ
　
青
少
年
ホ
ー
ム
2
階

☆
受
講
料
1
1
無
料
（
た
だ
し
、
材
料
代

は
自
己
負
担
）

☆
資
格
1
1
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
勤
労
青
少
年
（
職
業
訓
練
校
生
、

求
職
中
の
方
、
家
内
労
働
者
を
含
む
）

☆
受
　
付
1
1
3
月
3
1
日
ま
で
に
、
ホ
ー

ム
利
用
証
交
付
申
請
書
に
傷
害
保
険
料

5
0
0
円
と
前
期
友
の
会
費
5
0
0
円

（
6
カ
月
分
）
を
添
え
て
、
ホ
ー
ム
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、

ホ
ー
ム
事
務
室
に
あ
り
ま
す
．
、

募集講座一
講　座　名 期間 曜日 定員 時間／経費
生け花教室
i池の坊）

6カ月 月曜日 35人
午後6時30分～9時

ﾞ料代（1回50G円程度）

卓　　　球 〃 ク 20人
午後ア時～9時
�縺iラケットは個人準備）

料理教室 〃 火曜日 35人
午後6時30分～9時
ﾞ料代（1回500円程度）

茶道教室 〃 〃 25人
午後7時～9時
ﾙ子代q回100円程度〉

着付教室 〃 水曜日 25人
午後ア時～9時
�ｨ類は個人で準備

スポーツ教室
iバドミントン）

ク 〃 60人
午後7時～9時30分

H根代けケットは個人準㈲

スポーツ教室
iテニス）

〃 金曜日 20人
午後7時～9時30分

{ール代∂ケゥトは個人準備

陶芸教室 〃
木曜日
ｳ三・築4

30人
午後ア時～9時
ﾞ料代（1回700円程度）

生け花教室
i小　　原）

〃 金曜日 35人
午後6時30分～9時
ﾞ料代（1回500円程度）

ゴルフ教室 〃 木曜日 10人
午後7時～9時
{ール代個人負担

英会話教室 〃
木曜日
ｳ1・弗

20人 午後7時～9時

※自主クラブとして、「ミニバレーボール」「音楽愛好会」

　があり、随時募集をしています．

・
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．
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．
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●
●
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．
．
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．
●
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．
●
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．
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●

　　野菜づくりって楽しい1よ

　市は、4月1日以降の市民農園の利用者を募

集しています。市民農園は、昨年から財光寺六

反田に場所を新たにし、駐車場や休憩所、農具

倉庫、水道、トイレなども完備しています。

　現在の空き区画数は、15区画。今年は、あな

たも野菜作りに挑戦してみませんか。

◇設置場所＝大字財光寺六反田（下図参照）

◇区画面積＝1区画　4．5㍍x5．0㍍

◇使用料＝年閤3，000円

◇申込期限＝3月16E］（月）

◇申込先＝市農林水産課（雪内線2312）

旧
国

国
道
1
0
号
線

　　　　　財光寺
E［フ　塵小

÷

市
民
農
園
開
設
場
所

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
．
・
．
・
．
・
●
・
●
●
●
●
　
●
●

●

●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●

異国を感じる絵画展

梶1■卿1盟冒腎　一

　
「
第
1
回
日
向
市
国
際
交
流
こ
ど
も

絵
画
展
」
が
、
2
月
1
4
H
か
ら
2
2
口
ま

で
ア
ス
テ
ィ
日
向
寿
屋
で
開
か
れ
ま
し

た
．
．
出
品
者
は
、
市
内
の
小
学
生
及
び

友
好
都
市
の
中
国
灘
坊
市
、
香
港
の
．
†

供
た
ち
。
集
ま
っ
た
作
品
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
や
地
域
の
文
化
が
感
じ
ら
れ
る

も
の
ば
か
り
で
、
買
い
物
途
中
の
親
子

連
れ
な
ど
が
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
い

ま
し
た
、
一
主
な
入
賞
者
は
、
次
の
と
お

り
で
す
（
敬
称
略
）
。

　
▼
日
向
市
長
点
日
古
本
卓
也
（
日
知

屋
東
5
年
）
▼
日
向
市
国
際
交
流
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
会
長
賞
1
1
赤
木
か

す
み
（
財
光
寺
南
2
年
）
▼
特
選
1
1
河
野

史
暁
（
美
々
津
1
年
）
本
田
南
（
財
光
寺

南
2
年
）
野
別
千
夏
（
大
玉
谷
2
年
）
梅

津
美
香
（
財
光
寺
3
年
）
里
…
木
美
加
．
†

（
詳
知
屋
4
年
）
三
谷
駿
介
〔
財
光
寺

4
年
）
廣
田
尚
士
（
美
々
津
4
年
）
椎

葉
富
之
〔
大
王
谷
5
年
）
阿
部
大
智
（
日

知
屋
東
5
年
）
中
平
雅
信
（
細
島
6
年
）
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昨
年
1
月
に
第
3
セ
ク
タ
ー
方

式
で
設
疏
さ
れ
た
日
向
総
合
地
方

卸
売
市
場
㈱
の
新
市
場
の
起
工
式

が
2
月
1
0
日
、
現
地
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
新
市
場
の
建
設
場
所
は
、
平
岩

の
赤
岩
川
右
岸
の
国
道
1
0
号
線
沿

い
。
敷
地
面
積
約
－
万
5
0
0
0

平
方
姪
に
、
鉄
骨
造
一
部
2
階
建

の
施
設
（
延
床
面
積
約
4
0
0
0

平
方
層
）
を
整
備
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
総
事
業
費
は
約
9
億
9

長寿定期乗車雰（バス雰）評論新します

　市では、長寿定期乗車券の更新を次の日程で行い

ます。手続きは、代理の方でもかまいませんので、

指定された日時にお越しください。　‘

時閥　　午前10時～11時30分 午後1時30分～3時

日 場所 埴　　　区 場所 地　　　区

3月

P6日

k月躍）

老人福祉

Zンター

糟ｴ剛

新生町・原町・高
ｻ町・日向台・庄
閨E梶木・大王谷

老人福祉

Zンター

i春原剛

富高・新町地区

17日

i火◎

南日向

�ｯ館
平岩地区
i秋留を除く）

美々津
V人福祉

Zンター

幸脇・美々津地区

18日

i水■

山　下

�ｯ館

比良・川路団地・

ｷ江団地・山下・
搖ﾒ

切島山
P　区

�ｯ館

切島山1・2区・

ｼ原・秋留

19日

i木醒》

細　島
�ｯ館

細島地区
細　島

�ｯ館

堀一方・曽根・畑
Y

20日

i金曜｝

理知屋

�ｯ館
永江・江良・公園
ﾊり

23日　農　村

i月曜｝婦人の家 塩見地区
亀　崎

�ｯ館
亀崎中・東・向江
ｬ・鶴町

◇持参していただくもの
　①写真（縦3cm　X横2．5cm）

　①印鑑（朱肉を必要とするもの）

　②現在お使いの長寿定期乗車券（水色）

※指定された日が都合の悪い方は、3月24日以降に

市福祉事務所高齢者あんしん対策室（日向市民健康

管理センター内曇内線2168）まで。

0
0
0
万
円
で
す
．
．

　
こ
れ
ま
で
、
市
内
に
は
3
青
果

市
場
が
そ
れ
ぞ
れ
に
点
在
し
て
い

て
、
生
産
者
や
仕
入
れ
業
者
、
消

費
者
に
い
ろ
い
ろ
な
面
で
不
都
合

が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
市
は
、
平
成
5
年
か

ら
3
青
果
市
場
と
市
場
統
合
に
向

け
た
協
議
を
重
ね
、
昨
年
－
月
に

第
3
セ
ク
タ
ー
方
式
で
会
社
を
設

立
し
ま
し
た
。

　
新
市
場
に
は
、
日
向
市
及
び
3

青
果
市
場
、
J
A
日
向
が
資
本
参

加
し
て
い
ま
す
。
当
初
、
参
加
予

定
の
魚
卸
売
市
場
は
、
事
情
に
よ

り
整
備
統
合
に
参
加
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、
今
年
7
月
ご
ろ
ま

で
に
施
設
を
完
成
さ
せ
、
9
月
ご

ろ
に
操
業
開
始
の
予
定
．
．
取
扱
量

を
平
成
5
年
の
野
菜
5
2
0
9
ト

ン
、
果
物
3
1
9
0
ト
ン
か
ら
、

平
成
1
7
年
度
に
は
野
菜
8
4
0
0

ト
ン
、
果
物
4
2
0
0
ト
ン
ま
で

拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。　

今
回
の
市
場
の
整
備
統
合
に
よ

り
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
は
新
鮮

で
よ
り
安
い
食
料
品
が
提
供
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
者
に
と
っ
て
は
、

安
定
し
た
量
・
価
格
で
の
出
荷
が

で
き
ま
す
の
で
、
生
産
意
欲
の
向

上
と
、
新
商
品
の
開
拓
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
．
、

」を養成

集

　
市
は
、
ま
ち
づ
く
り

リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
コ
ひ
ま

わ
り
塾
し
の
塾
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
「
ひ
ま
わ

り
塾
」
は
、
平
成
3
年
度

轟
耕
謙
臨
轄

副
謄
鐸
犠
曜
難

h
ソ
ま
本
市
活
性
化
の
た
め
の
方

まちつく

　　　ひ
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
な

ど
を
行
い
ま
す
。
受
講
後

は
、
日
向
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格
1
1
①
．
市
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
お
お
む
ね
2
0
歳
か
ら
4
5

歳
ま
で
の
方
　
②
特
に
ま
ち
づ
く
り
に

関
心
を
も
ち
、
塾
卒
業
後
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
で
き
る
方
③
1
年
間
の
講

座
、
研
修
に
参
加
で
き
る
方

◇
応
募
方
法
1
1
申
込
書
（
市
企
画
課
に

あ
り
ま
す
）
に
①
氏
名
、
生
年
月
日
、

住
所
、
電
話
番
号
　
②
抱
負
　
③
小
論

文
　
テ
ー
マ
「
H
向
市
の
活
性
化
に
あ

た
っ
て
の
課
題
」
ま
た
は
「
こ
ん
な
ま

ち
に
住
み
た
い
」
の
い
ず
れ
か
を
簡
単

に
ま
と
め
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◇
定
員
1
1
2
0
人
程
度

◇
応
募
期
限
1
1
3
月
2
5
口
（
金
）

◇
塾
生
の
選
考
1
1
日
向
市
ひ
ま
わ
り
塾

事
業
推
進
協
議
会
で
決
定
し
ま
す

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
企
画
課
（
δ

内
線
2
2
ユ
8
）

9
1



〃

こんにちは

図書館ですり

ll

）

　2月という月は、年の始めの1月と年度

最終月の3月との問にあって、どんな月と

は言い難い月です。ところで、2月をどう

して「如月（キサラギ）」と言うのでしょ

うか。図書館にある日本語大辞典で調べて

みました。それによると、「寒さのために

衣を重ねるところがら、キサラギ・キヌサ

ラギ（衣更着〕」という説，また、「陽気が

発達する時節であるところがら、キサラギ

（気吏来）」という説。そのほかにも、さ

まざまな説があるそうです．　　　　’

　ついでに言うと、旧暦の2月2日に灸を

すえると、一年中息災であると言われ、こ

れを「きさらぎの灸」と呼ぶそうです。

　近づきつつある春を前に、寒い日と暖か

い日が交々の「如月」，まだまだ口だまり

の中が気持ちいい季節です。時間がありま

したら、図書館の日当たりのよい席でゆっ

くりと読書でもいかがでしょうか。

貸出ベストテン〈平成10円月〉

①失楽園《上・下》（渡辺淳一：講談社）

②BLACK　JACK《全14巻》（手塚

　治虫：秋田書店♪

③星の輝き《上・ド》（シドニイ・シェル

　ダン：アカデミー出版1

④哀しい予感（吉本ばなな：角川書店，

⑤三つ目がとおる　（手塚治虫：講談社）

⑥怪談人恋坂（赤川次郎：角川書店）

⑦焚火の終わり《上・下》（宮本輝：集英社）

③バリアフリー住宅のすべて（朝li新聞社／

⑨たいのおかしら（さくらももこ：集英社／

⑩らせん（鈴木光司：角川書店）

文学受賞作品展

◇期間＝2月25L］〔水1～3月15日lrll

◇会場＝市立図書館lF

黒木　次男・重美さん家の

おてんばちゃん（奥野）

ゆう　二

佑好ちゃん

　　　〔1歳11ヵ月）

　4人兄姉の末っ子の佑好

ちゃんはわが家のアイドル。

　心の優しいかわいい女の

子になってね。

謹
駆　「

　　　　　欝、

　　　　　　燕毒
　　ζ　．“犠轟
穿　　騒．…騰欝

・亜矢さん家の

くん（大王谷）
置
く

安
ぱ

川
わ

早

雪
等くん
　　　〔10ヵ月〕筆

　元気いっぱいの尋くんも

もう少しで歩けるよ。

　健康でたくましい男の子

に育ってね。

子
育

だ

よ

てり

　
　
　
　
　
，

■
子
育
て
相
談
（
日
向
市
保
育
協
議
会
）

◇
と
き
一
1
3
月
1
4
日
（
土
）
・
2
8
日
（
土
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
3
0
分

◇
と
こ
ろ
1
ー
ア
ス
テ
ィ
日
向
寿
星
3
階

■
情
緒
面
の
年
齢
別
発
達
特
徴

◎
3
歳
児
以
降

・
友
達
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
少
し

ず
つ
友
達
と
分
け
合
っ
た
り
、
順
番
を

守
っ
て
遊
ん
だ
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

・
回
り
か
ら
見
る
と
友
達
と
遊
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は
同
じ

場
所
で
同
じ
遊
び
を
し
て
い
る
だ
け
の

場
合
が
多
い
。

・
な
ぜ
、
ど
う
し
て
等
の
質
問
が
盛
ん

に
な
っ
た
り
、
お
母
さ
ん
の
お
手
伝
い

を
し
た
が
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。

◎
大
人
の
対
応

①
こ
っ
こ
遊
び
を
豊
富
に
さ
せ
、
簡
単

な
筋
道
の
あ
る
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
て

あ
げ
る
。

②
子
供
同
士
の
遊
び
の
中
に
入
れ
て
や

り
、
一
緒
に
い
る
喜
び
を
味
合
わ
せ
る
。

③
子
供
の
や
る
気
を
大
切
に
す
る
。

●みんなの広場

．
㊧
，
．

　
’

■

い
、
齪
ト
犠
四

二
名
月
ケ
鼻
遊
歩
道
か
ら

金
ケ
浜
遊
歩
道
ま
で
の
探
訪
記

②

　
平
岩
・
宮
の
上
地
区
か
ら
日
向
サ
ン

パ
ー
ク
に
通
じ
る
海
浜
遊
歩
道
の
道
す

が
ら
に
植
生
す
る
の
は
海
浜
特
有
の
マ

ル
バ
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
、
オ
オ
バ
ネ
ム
、

ヤ
プ
ツ
バ
キ
、
ハ
マ
ボ
ウ
な
ど
の
樹
木

や
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
、
ハ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
、

ハ
マ
ゴ
ウ
、
ハ
マ
ユ
ウ
な
ど
。
こ
の
ほ

か
多
種
多
様
の
草
木
が
四
季
折
々
の
花

や
実
を
つ
け
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
私
が
見
か
け
る
鳥
た
ち
も
、
季
節
に

よ
り
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ト
ビ
、
ヤ
グ
ロ
カ
モ

メ
、
ア
オ
バ
ト
、
ウ
ミ
ウ
な
ど
で
、
ほ

か
に
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
鳥
の
名

前
が
分
か
り
ま
せ
ん
．
、

7月ごろに見ごろとなるハマボウの花

　
た
だ
、
不
思
議
に
思
う
こ
と
は
、
日

　
向
岬
の
荒
浜
周
辺
の
歩
道
で
は
よ

　
く
見
か
け
る
コ
ジ
ュ
ケ
イ
の
姿
を

　
見
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
動
物
は
、
私
が
昼
間
に
歩
く
せ

い
か
、
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
見
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
時
折
、
ウ
サ
ギ
や
タ
ヌ
キ

　
ふ
んの

糞
を
見
る
の
で
、
必
ず
い
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
海
の
生
物
は
と
い
う
と
、
こ

れ
は
随
分
珍
し
い
も
の
と
の
出
会
い
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
順
次
紹
介
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
道
1
0
号
線
、
平
岩
の
「
宮
の
上
」

バ
ス
停
か
ら
南
に
約
2
0
0
メ
ー
ト
ル

行
っ
た
所
に
平
岩
港
に
下
る
道
路
の
分

岐
点
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
御
名
崎
ケ
鼻

遊
歩
道
」
を
示
す
案
内
標
識
が
立
っ
て

い
ま
す
．
．
あ
ま
り
聞
き
馴
れ
な
い
名
称

な
の
で
、
地
元
・
本
宮
区
長
の
松
葉
虎

雄
さ
ん
ら
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
昔
の
人

し
か
知
ら
な
い
地
名
で
、
今
の
平
岩
小

学
校
の
東
側
、
忠
魂
碑
の
建
っ
て
い
る

海
に
突
き
出
し
た
岬
の
こ
と
を
言
う
そ

う
で
す
。
年
月
と
と
も
に
、
忘
れ
去
ら

れ
て
し
ま
い
そ
う
な
名
前
だ
と
い
う
気

が
し
ま
し
た
．
．

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
O
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
を
守
る
会
の
小
倉
久
信
さ
ん
（
原
町
）

に
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

塩
月

利
幸
さ
ん

　
　
　
（
2
7
歳
　
花
ケ
丘
）

　日向市森林組合に勤務して2年になります。

組合員、作業班の皆さんのご協力のもと、育

林指導や間伐作業など自然に囲まれての仕事

に頑張っています。もっと、山の素晴らしさ

や大切さへの理解が深まればいいですね。

　趣味は、映画鑑賞と読書。それと映画のパ

ンフやマッチ箱の収集にも凝っています。

い
き
い
壱

　　

@　

@
青
春
ト
ー
ク

春
ロ
い
ず
み
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
2
1
歳
…
東
草
場
）

　美々津カントリークラブに勤め始めてまだ

2カ月で、とにかく仕．事とお得意様の顔と名

前を覚えるのに必死の状態です。仕事にも生

かせるようゴルフを始めたのですが、その面

自さにすっかり夢中になっています。たくさ

んの人と知り合えるのも魅力ですね。練習を

重ねて、早く上手になりたいものです。

〃



市役所は盈代表

52－2111

（

一
　
国
民
健
康
保
険
学
生
特
別
保
険
証
の
発
行

高
校
・
大
学
等
に

進
学
す
る
方
へ

　
卒
業
、
入
学
の
季
節
で
す
．
．

こ
の
時
季
、
国
民
健
康
保
険
加

人
世
帯
で
、
4
月
か
ら
高
校
・

大
学
・
各
種
学
校
な
ど
に
入
学

さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
家
族
の

保
険
証
と
は
別
に
学
生
特
別
保

険
証
を
発
行
し
て
い
ま
す
．
．

　
学
生
特
別
保
険
証
が
必
要
な

方
は
、
次
の
も
の
を
持
っ
て
市

民
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
．
、

◇
必
要
な
も
の
1
1
印
鑑
・
保
険

証
・
在
学
証
明
書
（
お
急
ぎ
の

と
き
は
、
合
格
通
知
書
ま
た
は

入
学
許
可
証
で
も
受
け
付
け
ま

す
が
、
後
日
必
ず
在
学
証
明
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

　
ま
た
、
本
年
卒
業
さ
れ
る
方

は
、
学
生
特
別
保
険
証
の
有
効

期
限
が
3
月
3
1
目
で
切
れ
ま
す

の
で
、
保
険
証
を
返
却
す
る
と

と
も
に
、
次
の
も
の
を
提
出
し

一劉1
て
く
だ
さ
い
。

《
そ
の
ま
ま
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
る
方
》

◇
必
要
な
も
の
ロ
印
鑑
・
家
族

が
お
持
ち
の
保
険
証

《
社
会
保
険
な
ど
そ
の
他
の
保

険
に
加
入
し
た
方
》

◇
必
要
な
も
の
1
1
印
鑑
・
家
族

が
お
持
ち
の
保
険
証
・
新
し
く

加
入
し
た
社
会
保
険
証
等
ま
た

は
写
し

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
（
酋
内

線
2
1
3
4
）
へ
．
．

　
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
市
民
の
集
い

お
笑
い
の
中
か
ら

見
つ
め
て
み
よ
う
人
権

　
「
ま
い
ど
お
お
き
に
新
治
で

す
」
　
　
　
　
今
年
の
「
人
権

に
つ
い
て
考
え
る
市
民
の
集

い
」
は
、
落
語
家
の
「
露
の
新
治
」

さ
ん
を
招
い
て
“
お
笑
い
人
権

高
座
”
を
開
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
自
由
・
平
等
で
あ
り
、

幸
せ
に
生
き
る
権
利
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
基
本
的
人

権
の
享
有
は
妨
げ
ら
れ
ず
、
個

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
法
の
下

に
、
平
等
と
さ
れ
て
い
ま
す
．
．

　
し
か
し
、
今
日
も
な
お
社
会

的
身
分
や
門
地
に
よ
る
差
別
、

人
権
・
身
上
・
性
別
に
よ
る
差

別
な
ど
の
人
権
侵
害
が
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
改
め
て
人
権
侵
害
の

現
実
を
見
つ
め
、
人
権
尊
重
、

人
権
擁
護
の
重
要
性
を
認
識
す

る
た
め
「
人
権
に
つ
い
て
考
え

る
市
民
の
集
い
」
を
開
催
し
ま

す
．
、　

楽
し
く
、
そ
し
て
ピ
リ
ッ
と

辛
口
の
利
い
た
新
治
さ
ん
の
話

を
聞
き
な
が
ら
、
人
権
に
つ
い

て
真
剣
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
．
、

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
く
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時
“
3
月
2
0
口
（
金
）
午

後
1
時
1
5
分
開
演

◇
会
場
1
1
市
中
央
公
民
館

◇
内
容
1
1
お
笑
い
人
権
高
座
～

白
蔓
の
人
生
、
自
分
が
主
役
～

　
　
　
　
．
　
蝦
．
　
　
ん

す　
　
　
　
の
ノ

一
．
6
熱
潟

　
軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
所
有
者
へ

講師／露の新治さ

軍
手
続
肇
め
に

　　　　　事業主の皆様へ

　　守っていますか最低賃金

　宮崎県内の使用者は、次の最低賃金額未満で

労働者を雇用することはできません。

発効日
9，10．1

時間額
579円

日　額
4，626円

最低賃金名
宮崎県最低賃金

肉製品・乳製品

ｻ　　造　　業
4，859円 608円 9．12．25

製糸業、紡績業 4，690円 587円 7．12．22

産
業
別
最
低
賃
金

電気機械器具
ｻ　　造　　業

5．028円 629円 9．1226

各　種　商　品

ｬ　　売　　業
4，92］円 616円 9．12．31

自動車（新車）

ｬ　　売　　業
5，145円 馴4円 9．1220

　
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の

税
金
は
、
4
月
－
口
現
在
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
年
の

中
途
に
お
い
て
、
所
有
す
る
車

を
廃
車
し
た
り
、
名
義
変
更
し

た
り
し
た
と
き
は
、
早
め
に
届

け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

《
こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を
》

◎
車
を
売
買
し
た
と
き

◎
廃
車
し
た
と
き

◎
所
有
者
名
が
変
わ
っ
た
と
き

◎
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

◎
車
体
を
変
更
し
た
と
き

◎
盗
難
、
標
識
の
紛
失
・
破
損
・

字
体
の
消
滅
が
あ
っ
た
と
き

※
農
耕
作
業
用
自
動
車
も
登
録

が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
税
務
課
（
盈

内
線
2
1
2
6
）
へ
。

一
　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
等

　
今
年
の
評
価
額
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
平
成
1
0
年
度
固
定
資
産
課
税

台
帳
を
3
月
－
日
か
ら
3
月
2
0

日
掛
で
縦
覧
し
ま
す
。

　
縦
覧
で
き
る
の
は
、
固
定
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

産
の
所
有
者
か
、
そ
の
同
居
の
．

◎最低賃金に関する問い合わせば

宮崎労働基準局賃金課

または

　延岡労働基準監督署

君（0985）24－2205

8（0982）34－3331

家
族
、
納
税
管
理
人
、
ま
た
は

こ
れ
ら
の
方
の
委
任
状
を
も
っ

た
方
に
限
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
9
年
度
か
ら
市

街
化
区
域
内
の
路
線
価
等
の
公

開
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
会
場
1
1
市
税
務
課
と
各
支
所

（
細
島
、
岩
脇
、
美
々
津
）

◇
期
間
1
1
税
務
課
　
3
月
1
H

～
2
0
日
（
⊥
、
H
曜
日
を
除
く
）
、

各
支
所
　
3
月
3
日
～
5
日

◇
時
間
1
1
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
5
時

◇
料
金
1
1
無
料

◇
問
い
合
わ
せ
H
市
税
務
課
資

産
税
係
（
盈
内
線
2
1
1
4
）

　
平
成
1
0
年
度
奨
学
生
の
募
集

奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す

◇
対
象
1
1
学
校
教
育
法
で
定
め

溜

流；昆男イド

レ富島高校定時制の2次募集＝3月3日～24日（詳しくは富島高校容52－4075）

る
大
学
・
短
大
・
高
校
・
古
同
等

専
門
学
校
及
び
各
種
学
校
に
在

学
す
る
方

◇
定
員
肚
若
干
名
（
6
月
下
旬

に
選
考
委
員
会
で
決
定
〉

◇
貸
付
額
ロ
高
校
生
　
月
額
1

万
円
、
大
学
・
専
門
学
校
生

月
額
2
万
円

◇
貸
付
期
間
1
1
奨
学
生
の
在
学

す
る
学
校
の
正
規
の
修
業
期
間

◇
貸
付
利
息
1
1
無
利
息

◇
資
格
1
1
①
本
人
ま
た
は
保
護

者
が
引
き
続
き
ユ
年
以
上
本
市

に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
、

②
学
業
・
品
行
と
も
に
優
秀
で

あ
り
、
か
つ
、
健
康
で
あ
る
こ

と
、
③
学
費
の
支
払
い
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

◇
償
還
方
法
1
1
月
賦
、
半
年
賦
、

年
賦
の
い
ず
れ
か
に
よ
る

◇
償
還
期
限
1
1
貸
付
の
終
了
し

た
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
6

3月の献血日程

GIVE　B正00D　SAVE　LIFE

　　　　　　　献血は心の贈りもの

12日㈲日向市役所9＝00～16＝00

26日㈱第一糖業10＝00～12＝30

　　富士シリシア科学　14＝00～16＝00

カ
月
を
経
過
し
た
後
、
貸
付
期

間
に
相
当
す
る
期
間
内

◇
提
出
書
類
1
1
①
奨
学
生
願
書

　
（
早
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

に
あ
り
ま
す
）
、
②
奨
学
生
推

薦
調
書
、
③
最
終
学
年
学
業
成

績
証
明
書
、
④
保
護
者
の
平
成

8
年
分
の
所
得
証
明
書
・
平
成

9
年
度
分
の
資
産
証
明
書
、
⑤

連
帯
保
証
人
（
2
人
）
の
平
成

9
年
度
分
納
税
証
明
書

◇
受
付
期
間
1
1
3
月
2
日
（
月
）

～
4
月
3
0
日
（
木
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
”
市
教

育
委
員
会
・
学
校
教
育
課
（
a

内
線
2
4
1
3
）

※
前
記
奨
学
金
制
度
の
ほ
か
に

労
働
金
庫
日
向
支
店
に
委
託
し

て
い
る
教
育
資
金
融
資
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
で
の
融

資
額
は
、
1
人
に
つ
き
1
0
0

，
万
円
以
内
で
す
。

1月中の交通事故

　　　　　　　　（）内は前月比

人身事故　死　亡　負傷者　物損事故

15件　　0人　　16人　130件

（一8）　（±0）　（一11）　（一17）

一止まって確認、無事故に挑戦一

　
詳
し
く
は
、
労
働
金
庫
日
向

支
店
（
8
5
2
1
6
1
3
1
）
へ
。

一
　
重
度
障
害
者
の
方
へ

　
タ
ウ
シ
ー
利
用
券
を

　
交
付
し
ま
す

◇
対
象
1
1
身
体
障
害
者
手
帳
の

「
1
級
及
び
2
級
」
ま
た
は
療

育
手
帳
の
「
A
」
を
所
持
し
て

い
る
方
で
、
市
内
に
居
住
さ
れ

て
い
る
方

◇
助
成
内
容
時
タ
ク
シ
ー
基
本

料
金
券
を
年
間
1
5
枚

◇
交
付
場
所
1
1
市
福
祉
事
務
所

障
害
福
祉
係
1
6
番
窓
口

◇
交
付
日
程
一
3
月
2
3
日
～

◇
必
要
な
も
の
1
1
印
鑑
・
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
ば
療
育
手
帳

※
手
続
き
は
代
理
の
方
で
も
可

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
福
祉
事
務

所
障
害
福
祉
係
（
a
内
線
2
ユ

7
1
）

　
福
祉
機
器
の
貸
出
窓
口
の
変
更

協
議
会
に
備
え
付
け
の
申
請
書

に
記
入
す
る
だ
け
で
、
簡
単
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ご
利
用
の
方
は
、
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
貸
出
物
品
1
1
車
イ
ス
、
ギ
ヤ
ッ

ジ
ベ
ッ
ド
、
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
等

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
福
祉
機
器
の
リ
サ
イ
ク
ル

も
行
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
不

要
に
な
っ
た
福
祉
機
器
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
協
議
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
．
．

　
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
（
倉
5
2
1
2
5
7
2
）
へ
。

車
イ
ス
等
の
貸
出
は

社
会
福
祉
協
議
会
で

　
今
年
か
ら
車
イ
ス
等
の
福
祉

機
器
の
貸
出
窓
口
が
、
市
福
祉

事
務
所
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会

（
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
福
祉
機
器
の
貸
出
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

方
や
6
5
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

行
っ
て
い
ま
す
．
．
市
社
会
福
祉

一
　
農
業
委
員
会
委
員

確
認
し
て
く
だ
さ
い

選
挙
人
名
簿

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

平
成
1
0
年
－
月
1
日
現
在
で
作

成
し
ま
し
た
「
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
」
を
次
の
口
程

で
縦
覧
し
ま
す
，
、

◇
期
間
1
1
2
月
2
3
日
一
3
月
9

日
（
1
5
日
間
）

◇
時
間
1
1
午
前
8
時
3
0
分
…
午

後
5
時

◇
会
場
1
1
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
た
だ
し
、
ヒ
・
日
曜

日
は
市
庁
舎
警
備
員
室
）

一
　
高
齢
者
保
健
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
F
　
I

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

学
び
た
い
方
へ

　
市
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

の
あ
る
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

「
高
齢
者
保
健
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
大
会
」
を
3
月
4
日

（
水
〉
午
前
9
時
3
0
分
か
ら
市
中

央
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

　
大
会
で
は
、
記
念
講
演
や
活

動
発
表
が
行
わ
れ
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の

多
く
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◇
記
念
講
演
1
1
演
題
　
　
「
さ
あ

出
発
し
て
み
ま
せ
ん
か
〃
一
自
立

色
の
老
後
を
送
る
た
め
に
〃
闘
」
、

講
師
米
田
睦
男
さ
ん
（
宮
崎

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
副

学
院
長
・
理
学
療
法
士
）

◇
活
動
発
表
1
1
老
人
福
祉
施
設

職
員
及
び
高
齢
者
保
健
福
祉
推

進
事
業
参
加
者
の
3
人

　
ま
た
、
高
齢
者
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
介
護
用
品

の
展
示
・
紹
介
を
行
う
］
高
齢

者
保
健
福
祉
フ
ェ
ア
L
を
3
月

20

禔
i
金
）
か
ら
2
3
日
（
月
）
ま
で
ア

ス
テ
ィ
日
向
寿
屋
で
開
き
ま
す
．

β
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本番さながらに火災訓練レ

　江戸時代末期の家々が残る美々津の町並みで1月25

日、火災防御訓練が行われました。これは、1月26日

の文化財防火デーの一環として行われたもので、美々

津の歴史的町並みを守る会や立縫区自主防災会をはじ

め、地域の住民などが参加しました。参加者らは、日

向市歴史民俗資料館から出火したとの想定め元、初期

消火、負傷者の搬送などに真剣に取り組んでいました。

ハマボウフウの花いっぱいの浜にレ

　「日向市ふるさとの自然を守る会」主催のハマボウ

フウの種まきが2月8日、お倉ケ浜で開かれ、会員や

自然愛好者など約50人が参加しました。ハマボウフウ

は、海岸の砂地に自生する多年草で、5月下旬から7

月ごろまで白く小さな花を咲かせます。日本全国に分

布していますが、近年、乱獲や環境の悪化などから希

少植物となってきています。

■広報紙に掲載された写真を差しあげます。

希望する方は市総務課（雪内線2234）まで

鹸
弼

β1

・「．‘’ m…

う、」［．

＜今年もにぎわった福祉バザー

　日向市福祉のつどいは2月1日、日向市総合福祉セ

ンターで開かれました。このつどいでの最大の呼び物

は、福祉バザー。朝早くから集まった大勢の市民らが、

バザー開始とともに会場に詰め掛け、目当ての品物を

たくさん買い込んでいました。このバザーの益金は、

福祉活動などに使われます。また、当日は、多くのボ

ランティアの方々がつどいを盛り上げてくれました。

＜240日間、交通死亡事故「0」

　市内では、昨年6月12日から交通死亡事故が1件も

発生していません。これは、市民一人ひとりの交通安

全に対する自覚と行動によるものです。この交通死亡

事故「0」240日間達成に対し、市は2月12日、宮

崎県交通安全対策推進本部から表彰されました。交通

事故は、いつ自分が加害者や被害者になるか分かりま

せん。無事故に向かって、みんなで挑戦しましょう。

r

⑰市は「身元調査お断り運動」を推進しています

レ市政ニュース・行事は市政テレホンサービス實52－2000・2070へ

みどりの幽幽への乙脇力

おりかとう二ざいました

　日向市みどり推進会議等が、昨

年9月から11月まで市内で行いま

した「みどりの募金」活動で、総

額1，541，816円の寄付がありまし

た。ご協力くださいました市民の

皆様、本当にありがとうございま

した。

　今回寄せられました「みどりの

募金」は、学校や公園の緑化、家

庭緑化に対する苗木の配布やみや

ざきの森づくり活動、山村と都市

との交流などに使わせていただき

ます。

◇平◇ど◇藁蕎嘉齢慧智鴇謡言羊平
成
1
0
年
度
の
手
話
講
習
会

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
日

ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
福
祉

興
味
の
あ
る
方
な
ど
ど
な
た

も
参
加
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
手
話
を
学
ん
で
、

の
．
不
自
由
な
方
と
の
す
て
き

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

ん
で
み
ま
せ
ん
か
．
．

対
象
1
1
1
5
歳
以
上
の
方
な
ら

な
た
で
も

期
間
1
1
．
平
成
1
0
年
4
月
か
ら

成
1
1
年
3
月
ま
で

開
講
式
1
1
夜
の
部
　
4
月
9

詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所

齢
者
福
祉
係
（
容
内
線
2
1

9
）
へ
．
．

干
話
講
習
会
の
受
講
生
募
集

手
話
を
学
ん
で
す
て
き
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

日
（
木
）
1
9
時
～
a
時
（
以
後
毎

週
木
曜
日
）
、
昼
の
部
　
4
月

13

冝
i
月
）
1
0
時
～
1
2
時
（
以
後

毎
週
月
曜
口
）

◇
会
場
1
1
日
向
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
無
意
2
0
7
1
3
）

◇
内
容
“
手
話
の
学
習
、
耳
の

不
自
由
な
方
と
の
交
流
な
ど

◇
受
講
料
1
1
無
料
（
た
だ
し
、

聴
覚
障
害
者
新
聞
代
を
含
む
テ

キ
ス
ト
代
と
し
て
3
0
0
0
円

が
必
要
）

◇
申
込
先
1
1
市
福
祉
事
務
所
障

害
福
祉
係
（
容
内
線
2
1
7
1
）

　
洋
裁
訓
練
生
の
募
集

洋
裁
の
技
術
が

短
期
間
で
学
べ
ま
す

　
能
力
再
開
発
訓
練
事
業
の
一

環
と
し
て
、
洋
裁
訓
練
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
洋
裁
に
関
す

る
基
礎
及
び
原
型
か
ら
す
べ
て

の
部
分
縫
い
、
ス
カ
ー
ト
・
ブ

ラ
ウ
ス
・
ワ
ン
ピ
ー
ス
・
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
な
ど
の
型
紙
作
成
か
ら

仕
上
げ
ま
で
の
知
識
の
修
得
を

短
期
間
で
行
い
ま
す
。

◇
資
格
1
1
現
在
、
雇
用
保
険
を

受
給
し
て
い
る
方

◇
訓
練
期
間
1
1
6
カ
月

◇
募
集
人
員
1
1
1
5
名

◇
受
講
料
1
1
無
料

◇
申
込
期
限
1
1
3
月
1
3
日
（
金
）

◇
選
考
日
1
1
3
月
1
8
日
（
水
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
ー
口
慣

ー
ワ
ー
ク
日
向
（
日
向
公
共
職

業
安
定
所
盈
5
2
1
4
1
3
1
）

　
育
成
資
金
の
貸
付
・
介
護
料
の
支
給

一自
動
車
事
故
に

遭
わ
れ
た
方
へ

　
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

で
は
、
自
動
車
事
故
に
遭
わ
れ

た
方
に
対
し
、
次
の
と
お
り
育

成
資
金
の
貸
付
及
び
介
護
料
の

支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
育
成
資
金
の
貸
付
》

◇
対
象
1
1
自
動
車
事
故
に
よ
り

死
亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害

が
残
っ
た
方
の
子
供
（
0
歳
～

中
学
校
を
卒
業
ま
で
の
幼
・
児

童
）
で
、
そ
の
保
護
者
が
住
民

税
を
納
め
て
い
な
い
な
ど
の
一

定
の
用
件
に
あ
て
は
ま
る
方

◇
貸
付
金
額
1
1
は
じ
め
に
，
時

金
　
1
5
万
2
0
0
0
円
、
貸
付

期
間
中
　
毎
月
1
万
9
0
0
0

　3月の相談日程
◇交通事故相談
　　と　き■3月12日（木）

　　　　　10：30～14　：30

　　ところ■中央公民館

◇法律相談
　　と　き■3月19日（木）

　　　　　10：00～15：00

　　ところ■中央公民館

◇年金巡回相談
　　と　き■3月10日（火）

　　　　　10：00～15：00

　　ところ■青少年ホーム

宇
田
津
サ
ダ

黒
木
　
甘
言

柏
田
　
義
雄

江
藤
ト
メ
エ

鈴
木
　
敏
美

佐
上
チ
エ
子

故

人一

喪
主

敷キ
ョ

キ
ミ
子

貞
治

道
子

岩
切
泰
子

鞭署欝地
区

並
饗
の
ご
寄
付
（
敬
称
略
》

　
　
　
社
会
福
祉
添
議
会
扱
分

　
　
　
　
　
　
1
月
3
1
日
現
在

柏
田
ヨ
シ
子

河
野
ア
キ
ノ

田
中
　
　
文

児
玉
　
一
郎

青
木
岩
美

菊
田
ミ
グ
サ

市
田
　
常
藏

山
地
チ
ヨ
ノ

甲
斐
フ
ジ
エ

黒
木
ス
ギ
エ

笠
原
高
三
郎

楠
元
ヒ
サ
エ

円
、
小
中
学
校
入
学
時
に
人
学

支
度
金
　
4
万
3
0
0
0
円

◇
貸
付
期
間
1
1
貸
付
決
定
の
月

か
ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

◇
利
子
1
1
無
利
子

◇
返
還
方
法
”
割
賦
に
よ
る
2
0

年
以
内
の
均
等
払

※
高
校
・
大
学
に
進
学
し
た
場

合
、
在
学
期
間
は
返
還
を
猶
予

《
介
護
料
の
支
給
》

　苗木の無料配布
◇日　時＝3月811（ID

　　　　午前9時～
◇場　所；市役所庁舎玄関前

偉
身

洋
ツ
ル
子

八
重
子

侯
夫

廣
幸

芳
春

豪
吉

好次
平

タ
ツ
エ

利
盛

曇畢聯臨急繕二二羅馨亨毒冬盛

◇
対
象
1
1
自
動
車
事
故
鵡

傷
・
脊
髄
損
傷
を
生
じ
た

一
定
の
基
準
に
あ
て
は
＋

◇
支
給
額
1
1
自
宅
の
場
八

日
2
0
0
0
円
、
入
院
（

　
医
師
の
証
明
が
あ
る
銅

除
き
原
則
と
し
て
支
給
－

　
詳
し
く
は
、
自
動
車
古

書
セ
ン
タ
ー
宮
崎
支
所

　
　
　
　
う

9
8
5
1
駅
1
5
3
8
r

κ



木
村
勇
大
く
ん
（
塩
田
団
地
）
　
　
猪
倉
雅
教
く
ん
（
原
町
）
　
　
児
玉
奈
津
子
ち
ゃ
ん
（
塩
田
）

」

び
尾

閨閥

　
黒
木
悠
介
く
ん
（
切
島
山
1
）

・
　
　
通

尾
上
歩
夢
く
ん
（
曽
根
町
）

－
’

．
　
．

π．

岡
部
勇
也
く
ん
（
塩
田
）

場広が
L．　ノ

型
r　　　「

，
」L．　　　ノ

ず

い
O

　
」

1＼fイ！

保健婦です

（
㌔
4

参

、へ
一
や

　
市
は
、
昨
年
6
月
か
ら
歯
科
医
師
会
及
び
医
師
会

の
協
力
を
得
て
、
在
宅
歯
科
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
在
宅
歯
科
診
療
で
の
出
来
事
で
す
。
脳
卒
中

の
後
遺
症
で
寝
た
き
り
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
A
男

さ
ん
は
、
長
い
間
「
差
し
歯
」
が
と
れ
て
、
義
歯
の

装
着
が
で
き
な
い
と
困
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
在
宅
歯
科
診
療
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
診
療
H
当
日
、
い
ざ
「
差
し
歯
」
を
拝
見
と
い

う
段
に
な
っ
て
、
「
差
し
歯
」
を
紛
失
し
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
が
、
早
速
、
「
差
し
歯
」
を
作

り
直
し
て
義
歯
を
装
着
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
何
で
も
お
い
し
く
食
べ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
食
事
が
楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
歯
は
、
元
気
な
身
体
を
作
る
源
で
す
。
歯
を
治
療

し
た
い
が
、
身
体
が
不
自
由
な
た
め
に
受
診
で
き
な

い
と
あ
き
ら
め
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な

と
き
、
ぜ
ひ
在
宅
歯
科
診
療
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
。
　
　
《
那
波
》

『

乏乳幼児健診》
　3カ月児健診（第2・第4金曜日）

口　時◇3月13日、27口

対　象◇平成9年12月生まれ

　7カ月児健診（毎月1回）

日　時◇3月20口　（金）

対　象◇平成9年8月生まれ

　1歳児健康相談（毎月1回）

日　時◇3月10日（火／

対象◇平成9年2月生まれ
　1歳6カ月児健診（毎月1回）

日　時◇3月19日（木）

対　象◇平成8年8月生まれ

　3歳児健診（毎月1回）

日　時◇3月6日（金）

対　象◇平成6年8月生まれ

※受付時間は、3カ月児　午後1

時～1時30分、7カ月児・1歳6

カ月児　午後1時～2時、1歳児

　午前9時30分一10時です。

　母子健康手帳を忘れずに、市民
健康管理センター（雪内線2181・

21821まで。

：（こ匪亘蚕豆医3

日向市の人ロと世帯
　　　　　（平成10年2月1日現在）

人　ロ

　男

　女

世帯数

59，143人（十19）

28，029人（十17）

31，114人（十2）

21，225世帯（十　2）

49人

35人

出
亡

転
死

141人

62人

入
生

転
出

1日

向洋クリニ・ノク　（内君525488）田中病院

k内・放・精神・神経君632211）　日向内

ﾈ（内・小児・胃腸費520880）　篠原医院

i産婦・肛君631059｝稲原医院（眼費52

Q2091

8日

三ケ尻医院（整外君525557〕康田医院〔産

w雪537788＞　松岡医院（内君525407）

ﾀ田医院〔皮・泌曲面523785）

15日
浦上医院（内・外・胃腸君522936）　鮫島

a院〔精神・内・姫君546801）

21日
黒木医院（内君526055〕萩原眼科（目艮君63

V222）　山元医院（小児君536066）　　　　　　　　　　　　」

22日

甲斐医院〔外・胃腸君535000）　児玉医院

i小児君522530）安部医院（内・循環a53

S788）

29日

和田病院（内・外・放・脳外君52001D

助茁煢ﾈ（内・呼吸・循環君536333）　田

�瘟ﾈ（二君524〔｝09）　大㍉r医院（整外・

焉E理学診療君523337｝

※当番医が変ることがあります。テレホンサービス（a53－1214）で確認を。

後編

記集

盈

　
史
上
最
多
の
国
や
地
域
が
参

加
し
た
冬
季
五
輪
長
野
大
会
が
、

開
か
れ
ま
し
た
。
今
世
紀
最
後

の
冬
季
五
輪
と
な
る
今
大
会
は
、

「
さ
ら
な
る
友
好
と
平
和
」
を

全
世
界
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
大
会
。
日
本
選
手
団
の
活
躍

に
手
に
汗
を
握
り
な
が
ら
テ
レ

ビ
の
前
で
応
援
し
た
方
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
世
界
の
各
地
で
は
、
依
然
と

し
て
戦
争
や
紛
争
が
絶
え
ま
せ

ん
。
こ
の
大
会
が
、
本
当
の
意

味
で
「
世
界
平
和
」
へ
の
糸
口

に
な
る
こ
と
を
、
開
催
国
の
一

人
の
国
民
と
し
て
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
　
　
《
Y
》
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